
 

令和 6 年度 第 53 回関東甲信越地区退職校長会連絡協議会栃木大会 

 

１ 協議題  人との繋がりを大切にし、活動が見える退職校長会を目指して 

～明るく豊かな生き甲斐のある人生を送るために～ 

                                  

２ 協議題設定の趣旨 

 長く続いたコロナ禍により、私たちは「普段の日常生活が送れない」という毎日を過ごしなが

ら、ようやく感染収束の時を迎えた。その間、退職校長会の諸活動も中止や変更を余儀なくされ、

活動の停滞とともに入会者の減少・中途退職者の増加などの問題が顕在化してきた。加えて年

金支給年齢の繰り上げと 60歳定年制の延長、役職定年制の導入などにより、今以上の入会者減

に繋がることも危惧される。 

 こうした問題を払拭し、退職校長会の活動を活性化させ、会員にとって「明るく豊かな生き甲

斐のある人生を送るための退職校長会」となることを目指すために、次の 2 点を上げたい。 

① 退職校長会は、人との繋がりを大切にし、豊かな人間関係が築ける会であること。 

② 退職校長会の活動は、わかりやすく共感や賛同できる事業であること。 

 退職校長会は幅広い年齢の会員が所属し、その考え方、趣味・趣向、生き方まで多様である。

会員が一堂に会して活動することは難しいが、その活動内容はひとりひとりの会員に周知され、

様々な会員の集まりの中で、工夫を凝らした活動が展開されることで、人との繋がりを通して「楽

しかった」「ためになった」「また参加したい」といった声が生まれ、豊かな人間関係が築けるので

はないか。 

 また、現役世代との交流や学校支援、退職間もない会員の役員登用、地域社会への社会貢献

活動等を退職校長会の中に積極的に取り入れることも、人との繋がりを大切にした豊かな人間

関係を築く上で大切である。 

 そこで留意したいのは、退職校長会の活動が会員にとって魅力的なものでなくてはならない

が、その活動内容・目的が抽象的なものでなく、具体的であり、よく理解され、参加したいと思え

る活動、参加が無理であっても共感や賛同できる活動であることが求められる。 

 栃木大会では、コロナ禍後の退職校長会の活動を展開するにあたり、退職後のライフワークが 

物心両面で大きく拡がってきている昨今の状況を踏まえ、「明るく豊かな、生き甲斐ある人生を

送るための組織であること」を、会員にとって必要な退職校長会であると捉えて、以下の共通課

題を設定し、各都県の現状や取組みについて情報交換を行い、より具体的な協議と情報の共有

化を期待したい。 

 

３ 共通課題 

（１） 入会者の減少・中途退会者の増加等の問題の対応、加えて本年度からの役職定年制にあ

たってどのような対策をとったか。 

（2） 現役世代との交流活動や学校支援活動として、どのようなことに取組んでいるか。 

（3） 地域社会への社会貢献活動としてどのように取組んでいるか。 

（４） 会員相互の交流活動としてどのような活動に取り組んでいるか。 

 

 

 

 

 


